
 

令和２年度 自己評価計画に対する中間報告書 
 石川県立宝達高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 達成度判断基準 中 間 評 価 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間を見通し

た学力向上の取

組とキャリア教

育の充実によっ

て、生徒の進路

実現１００％を

目指す。 

 

① 授業に臨むときの基本的な

姿勢や規律ある学習態度の

定着を図る。 

各教科 

教務課 

各学年 

「学びの 4か条」を全教室に掲

示するなど、学習規律の指導に

努めているが、気が緩むと集中

力に欠き私語を始める生徒が

見られる。 

【成果指標】 

学習規律を守っ

ている生徒の割

合が 100％にな

る。 

学習規律（学びの４か条）

を守っている生徒の割合

が 

Ａ：100％ 

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

生徒調査（7月） 

 

A(51.8)+B(44.6)＝

96.4% 

 達成度：B  

R1-94.6% 

昨年同期より学習規律を守る生徒

の割合は 1.8ポイント高いが、A 評

価のみのポイントは 5 ポイント低

くなった。より「学びの４か条」を

意識させ、学習規律を守ることの

大切さを伝える必要がある。 

② 授業での学習内容が次の授

業につながるような取り組

みやすい学習課題を与えて

こまめにチェックし、個に

応じた助言・支援とともに

褒める機会を増やす。 

各教科 

教務課 

各学年 

ほとんどの生徒が授業以外で

の学習に取り組んでいるが、60

分未満の生徒が半数以上おり、

自ら学び理解を深めようとす

る意欲を高める必要がある。 

 

【成果指標】 

授業以外の学習

時間を 60分以

上確保してい

る。 

授業外学習時間が 60 分

以上の生徒の割合が 

Ａ：70％ 以上 

Ｂ：60％ 以上 

Ｃ：50％ 以上 

Ｄ：50％ 未満 

生徒調査(７月) 

 

120 分以上 

19.6% 

60~120 分 

33.0% 

60分以上合計 

52.6% 

 達成度：C  

R1-31.2% 

１時間以上の学習時間を確保して

いる生徒の割合が、昨年度より 20

ポイント以上高くなった。４・５月

の休校期間の影響も考えられる

が、今後、気の緩みからこのポイン

トが下がることのないように、個

に応じた課題提供をするなどの工

夫をしていきたい。 

③ ICT の効果的な利活用や協

働学習、双方向型授業、思考

を促す発問等の授業改善に

取り組み、思考力・判断力・

表現力を育成する。 

各教科 

教務課 

各学年 

ICT の稼働率が上がり、一定の

学習効果が見られるが、生徒の

考えをより広げ、深めるための

協働学習のあり方を追究する

必要がある。 

 

【努力指標】 

教員の授業設計

力と授業力の向

上を図る。 

生徒同士の意見交換や発

表等、生徒が相互に高め

合う機会を授業で設けて

いると評価する教員の割

合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

教職員調査（7月） 

 

A(66.7)+B(22.2)＝

88.9% 

 達成度：B  

R1-52.9% 

 

ICT 機器の利便性が向上し稼働率

が上がったが、新型コロナウイル

ス感染防止の観点から、ペアワー

クやグループワークを自粛する傾

向が見られた。感染防止に配慮し

ながら、生徒が相互に高め合う機

会を増やす工夫をしていきたい。 

④ 各種研修や互見授業、授業

参観等を通して、学習指導

方法の改善に努める。 

各教科 

教務課 

 

 

 

 

学力の差が広がり、個に応じた

細やかな授業の進め方や教材

の工夫に努めている。小・中学

校の授業を参観し、よりわかり

やすい授業を日々模索してい

る。 

【満足度指標】 

生徒が授業にお

ける指示や説明

がわかりやすい

と感じる。 

授業がわかりやすいと感じ

ている生徒の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

 

生徒調査（7月） 

 

A(41.1)+B(49.1)＝

90.2% 

 達成度：A  

R1-96.7% 

新型コロナウイルス感染防止のた

め、これまでの AL の手法を使う

ことが難しくなったことが、ポイ

ント減少の要因の一つと考えられ

る。状況を見て、教員相互で情報交

換しながら効果的な学びの在り方

を探っていく必要がある。 

⑤ 段階的に上級学校や関係機

関・地元企業との連携を通

して、生徒の進路意識を高

めて早期に進路目標を設定

することができるよう支援

する。 

進 路 指

導課 

各学年 

各種進路行事の事前指導及び

事後の振り返りを丁寧に行い、

進路意識の高揚を図っている。

また、最新の進路情報の提供に

努めている。 

【満足度指標】 

各学年のキャリ

ア学習が、上級

学校理解・職業

理解などを通じ

て生徒の進路選

択に役立ってい

る。 

各学年のキャリア学習が

進路選択に役立っている

とする生徒の割合が 

Ａ：95％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：75％ 以上 

Ｄ：75％ 未満 

生徒調査（7月） 

 

A(30.1)+B(44.2)＝

74.3% 

 達成度：D  

R1-91.9% 

昨年同期は９１．９％であった。休

校期間が長くあったため、予定し

ていた進路行事ができなかったこ

ともあり、大幅な減少となった。今

後、キャリア活動や講話などを通

して生徒の進路意識を高めていき

たい。 



 

 石川県立宝達高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 達成度判断基準 中 間 評 価 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間を見通

した学力向上

の取組とキャ

リア教育の充

実によって、

生徒の進路実

現１００％を

目指す。 

 

⑥ 進路ガイダンスとカウン

セリングを充実させる。

生徒一人一人の状況を把

握し、目標の見直しを支

援する。また、生徒の希

望・適性・能力に合致し

た進路指導に努める。 

 

進路指

導課 

各学年 

生徒の希望や活動成果に基

づいて進路指導を行い、特

に進路が決められない生徒

に対し、段階的な指導を実

施している。 

 

【成果指標】 

生徒の進路実

現率が 100％

になる。 

生徒の進路実現率が 

Ａ：100％ 

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

生徒調査(2 月) 

 

 R1 

(R2.2.5 現在) 

96.7% 

２月の生徒調査で評価する。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主自律の精

神を持った社

会人としての

資質・能力を

身に付ける。 

 

① 学校内外の日常生活の場

面で、ＴＰＯをわきまえ

た判断と言動ができるよ

うに指導を行い、社会の

一員としての自覚を促

す。 

生徒課 

(生徒指

導) 

(生徒会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的には、身なり・挨拶と

もに一定の評価を得ている

が、挨拶が苦手な生徒が見

られる。挨拶運動を生徒会

活動の一環として位置づ

け、生徒が主体となって取

り組むことにより、学校全

体のマナー向上の気運を高

めることが重要である。 

【満足度指標】 

規範意識を持

って、自発的

に行動するこ

とができたと

考えている。 

生徒同士や職員、外部

の来客や地域の方々

に対し、自分から進ん

で挨拶ができ、服装・

頭髪の身だしなみが

きちんとしていると

答えた生徒の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：75％ 未満 

生徒調査(７月) 

 

挨拶 

A(49.1)+B(33.9)

=83.0% 

 達成度 C  

R1-91.1% 

頭髪・服装 

A(50.9)+B(44.6)

=95.5% 

 達成度 A  

R1-92.8% 

「自ら進んで挨拶ができる」と回

答した生徒の割合は、昨年度と比

べて約８ポイント低下し、「身だし

なみがきちんとしている」と回答

した生徒の割合は約 3 ポイント増

加した。しかし、挨拶については外

部の方にしっかりできるようにな

ったとの声を頂き、身だしなみの

部分では爪の長さなど、自分の心

がけで変わるような細かな部分も

意識させたい。 

② 基本的生活習慣確立のた

めに年間 5 回「生活実態

調査」を実施し、生徒一

人ひとりの生活状況やい

じめ等の悩みを把握し指

導に活かす。 

生徒課 

(厚生) 

 

生活実態調査の結果を職員

会議や学校保健委員会等で

共有し、全教職員があらゆ

る機会をとらえて生活改善

指導を行っている。家庭で

のスマホ使用については、

ＰＴＡの取組として継続・

強化したい。 

【努力指標】 

生活実態調査

の結果を生活

指導に活か

し、生徒の生

活改善につな

げる。 

生活実態調査の結果

が個々の指導に活か

されていると答えた

教員の割合が 

Ａ：100％   

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

教職員調査（7月） 

 

A(42.1)+B(52.6)

＝94.7% 

 達成度：C  

R1-72.2% 

 

昨年度より約 22％増加した。今年

は休校期間が長く、学校再開後も、

自律した生活が取り戻せていない

生徒も見受けられるが、個々の指

導を行い、生徒の意識の変容、行動

の改善に繋げていきたい。 

３ 

 

宝達高生とし

ての誇りや自

己有用感を高

めながら、人

間性や社会性

を磨く。 

 

 

 

 

 

 

① 

 

日々の清掃活動を通し

て、奉仕の心やものを大

切にする心を養う。また、

美化コンクールを通じ

て、他と協力し合いなが

ら働くことの意義を確認

し、活動成果を褒めるこ

とにより、自己有用感を

高め、主体性を育む。 

 

生徒課 

(厚生) 

 

 

清掃活動には多くの生徒が

真面目に取り組んでいる

が、受動的な気持ちで取り

組む生徒もいる。分担と実

践活動を通して、集団の一

員としての自覚を深め、責

任感を育成する必要があ

る。 

【成果指標】 

役割分担を

し、協力して

清掃活動に取

り組む事がで

きている。 

役割分担をし、協力し

て清掃活動に取り組

んでいる生徒の割合

が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

 

生徒調査(７月) 

 

A(62.8)+B(32.7)

＝95.5% 

 

 達成度 A  

R1-94.6% 

今年は、コロナウイルス感染症予

防のための消毒を清掃時間中に実

施している。短時間で協力して取

り組む姿が見られる。清掃を通し

て、自分自身の健康を守るという

意識に繋がっていると考える。 



 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 達成度判断基準 中 間 評 価 

３ 

 

宝達高生とし

ての誇りや自

己有用感を高

めながら、人

間性や社会性

を磨く。 

② 部活動の組織的運営を図

り、自主的・継続的に部

活動に取り組むことがで

きるよう指導する。限ら

れた時間を有効活用し、

競技力・表現力の質の向

上を目指すことで個々の

人間力を高める。 

生徒課 

(生徒会) 

 

各学年 

年間を通じて部活動に取り

組む生徒が近年減少してい

る。年度途中の退部や安易

な欠席を繰り返す生徒を減

らすため、顧問・担任・家庭

が密に連携し、持続的な参

加を促す必要がある。 

 

【成果指標】 

継続的に部活

動に取り組む

姿勢を培う指

導ができてい

る。 

部活動に加入し、継続

的に取り組んでいる

生徒の割合が 

Ａ：90％  以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

 

 

生徒調査（7月） 

 

A(50.9)+B(38.4)

＝89.3% 

 達成度：B  

R1-86.5% 

 

昨年同期より約 3 ポイント増加し

たが、昨年度末からのコロナウィ

ルスの影響もあり、学校が始まる

段階での雰囲気に乗れずに、部活

動のあり方も変化があったなか

で、自主的・自発的な参加を促すこ

とが必要である。生徒の多様な学

びの場として適切に指導したい。 

③ 地域への貢献活動やボラ

ンティア活動に積極的に

取り組むことにより、生

徒の成長を促す。また、

地域活動を通して、自己

の在り方生き方を深く考

える時間を増やす。 

生徒課 

(生徒会) 

 

各学年 

地域活動の意義を理解し、

社会の一員として貢献しよ

うとする態度が見られる。

地域と連携し、より多くの

生徒が積極的に参加できる

機会を増やしたい。 

【成果指標】 

地域への貢献

活動やボラン

ティア活動に

取り組む姿勢

を培う指導が

できている。 

地域への貢献活動や

ボランティア活動に

取り組んだと答えた

生徒の割合が 

Ａ：80％ 以上 

Ｂ：75％ 以上 

Ｃ：65％ 以上 

Ｄ：65％ 未満 

生徒調査(7 月) 

 

A(26.8)+B(36.6)

=63.4% 

 

 達成度 D  

R1-76.4% 

昨年同期より 13 ポイントも減少

した。挨拶運動をはじめ地域の貢

献活動や地域と連携したボランテ

ィア活動をはじめとする各種活動

が中止になった。今後もこのよう

な活動が制限されると思われる

が、生徒自らが自分たちに何がで

きるかということを考えさせてい

きたい。 

４ 

 

地域との交

流・連携を密

にし、地域に

信頼される開

かれた学校づ

くりを推進す

る。 

 

①  学校からの配布物やホー

ムページ（HP）等の情報

を通して、生徒、保護者

および地域住民に本校の

教育活動を理解してもら

う。 

 

総務課 

各学年 

HPのアクセス数は、昨年度

より大幅に増加した。今後

も受信者の興味を惹きつけ

る内容になっているかを評

価・検証しながら情報発信

を行う。 

【努力目標】 

本校の教育活

動の理解に役

立つ最新の情

報を提供す

る。 

学校からの配布物や

HP 等による情報が、

教育活動の理解に役

立つと答えた保護者

の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

 

保護者調査（7月） 

 

A(63.3)+B(33.0)

＝96.3% 

 達成度：A  

R1-82.4% 

昨年度同期より 13.9ポイント増加

した。本年度より重要なお知らせ

を本校ＨＰのトップページに「最

新の情報」として掲載し、更に一斉

メールでＨＰを見てほしいことを

伝えるようにしている。保護者に

とって、知りたい情報がすぐ届い

ていることが肯定的な評価につな

がっていると考えられる。 

５ 教職員は、ワ

ークライフバ

ランスやタイ

ムマネジメン

トを意識しな

がら、組織的

で効率的な働

き方に努め

る。 

① 限られた時間を意識した

働き方を行う。若手教員

に対するサポート体制を

維持する傍ら、若手教員

にも責任ある企画や運営

に参加させるなど、業務

の平準化を図る。 

各課主

任 

教科主

任 

部活動

顧問 

若手研修の充実、ＯＪＴの

活用等を通して業務改善に

努め、ゆとりを持って生徒

と関わり指導する時間を確

保することが大切である。 

【努力指標】 

見通しを持ち

計画的に業務

を行う。 

見通しを持ち計画的・

効率的に業務を遂行

することができた教

員の割合が 

Ａ：90％  以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

 

教職員調査（7月） 

 

A(65.0)+B(35.0)

＝100.0% 

 達成度：A  

R1-89.4% 

全職員がワークライフバランスを

心がけ、教員の働き方改革を意識

して業務を行っていた。若手研修

は、若手教員の実態を踏まえ即戦

力として生徒を早く指導できるよ

う計画的に実施してきた結果だと

思われる。今後も引き続き OJT 研

修も含め、若手早期育成研修を充

実させたい。 

                                                               2020.8.5 作成 


